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資料

手書きOCR(光学文字読取）装置の利用について

業務掛• 北本 坂賀 力

1. 概要

手書きOCR(N6370G)装置は、 OCR用コーディングシートに書かれた文字を高速で読

み取りを行う装置である。従来、ソースプログラムやデータ等の作成はTSS端末を用いて行わ

れていましたが、 OCRを利用することによりTSS端末が無くても、データ入力作業が行なえる

便利な装置である。しかし、このOCR装置はコーディングシートに書かれた文字を 10 0形完全

に読み取るのは不可能です。コーディデグシートを読み取り中に誤読が生じる場合がありますので、

OCRの特徴を良く理解して利用して下さい。

なお、ここでは大阪大学生活協同組合で販売されているOCR用コーディングシートでの利用方

法について説明していますが、その他のコーディング用紙を利用する，場合はセンターに御相談下さ

し‘

I゚) 

↓ 

手書き

OCR装置

ロフロッヒ勺ディスク (FDD)

2) 

手書き

OCR装置

←ロフロッヒ勺ディスク

ホスト

コンビュータ
ーロ利用者ファイル
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1 -1. 機器構成

手書OCR装置の機器構成

4800BPS 

N6370G制御部

固定ディスク

8インチFDD#0,#1

N6370G制御部

CRT(キャラクタディスプレイ）

SKB(キー・ボード）

SPR(シリアルプリンタ）

FDD(フロッヒ゜ィディスク）

OCR読取部

回線接続部

固定ディスク

大阪大学大型;11-m幾センクーニュース

: 1 2インチモノクロ日本語 (10 0 0字）

：標準キーボード

：日本語シリアルプリンター

: 1MBX2(EBCDICコード）

: MAX150枚／分

: 4800BPS(ETOS52G2) 

: 1 0MB 
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1 -2. 装童概要

N6370G手書きOCR装置は、読取部、制御部、 SPRの各装置で構成されています。

＿ 制御部

図 1 N6370G手書きOCR装置

1-2-1. 制御部

制御部は、 OCRで読み取ったデー タに対しての修正・追加 • 取消等のオペレーションの操作を

行う。キーボード部(SKB)と読み取りデータを表示するディスプレイ (CRT)から構成され

ます。

制御部の各部の名称を図 1-1に、キーボード配列を図 1-2に、キ ー機能は図 1-3に示しま

す。
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制御部構成 ①操作卓
------i-

大阪大学大刑計掠機センクーニュース

②キーポード

④ メインスイッチ

⑤ CRT 

⑥ FDD No. 0 

⑦ FDD No. 1 

図 1-1 
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(1) スタンダードキーボード (SKB)

キーボード配列

巳｝ 11, 噴e・巨ロSTOI' t 、

＇ 
， ， ビ） ． . ' ヽ ＇ 

I 

口口 l口I'', 

J 

口000 • I ．ヽ．一

英記号シフト

英数字シフトーローカナ記号シフト

図 1-2 カナ文字シフト

(2) キー機能

キ 機 叱月ヒ

匿 英数字シフトとなる。

匿配と ISHIFT) 英記号 ” 
区 カナ文字 ” 
区王］と lsHIFTI カナ記号 ” 

エラーの修正後、このキーを押すと次のエラー修正に移る。読み取

語 り不能文字の修正後、このキーを押すとその修正フィールド内でほか

に読み取り不能文字があればその文字にカーソルがセットされる。

修正中のフィールドのエラー修正後、このキーを押すと次のエラー

フィールドの修正に移る。エラーフィールドがなければ修正を終了

する。

但し、ホームポジションキー (PF20)が押された後の、このキー

はエラーのないフィールドでも順次カーソルがフィールドの先頭位

置にセットされる。

図 1-3 キー機能表
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キ 機 能

現在のカーソル位置がフィールドの先頭でなければそのフィールド

IBSKIPI の先頭に、先頭であればその直前のフィールドの先頭にカーソルを

セットする。

現在のカーソルがセットされているエラーフィールドは未修正のま

I SK Ip I ま次のエラーフィールドの修正に移る。

読み取り不能文字にカーソルがセットされているときは未修正のま

ま次の読み取り不能文字の修正に移る。

但し、ホームポジションキー (PEZO)が押された後は、エラー

のないフィールドでも順次カーソルがフィールドの先頭にセットさ

れる。

現カーソル位置を右へ 1つ移動する。カーソルがフィールドの右端

口 であればカーソルは移動しない。

読み取り不能文字の修正中は、そのフィールドで IBSKIPIキ

ーが押されるまで無効となる。

現カーソル位置を左へ 1つ移動する。カー‘ノルがフィールドの左端

ピ］ であればカーソルは移動しない。

読み取り不能文字の修正中は、そのフィールドで ¥BSKIP¥キ

ーが押されるまで無効となる。

[I] 
現カーソル位置を下へ 1行分移動する。

行修正および最終行では無効となる。

田
現カーソル位置を上へ 1行分移動する。

行修正および先頭の行では無効となる。

修正動作を終了し、その帳票データをキャンセルした後、次の帳票

IFNC I+ [I] 
処理を行う。

修正動作を終了し、その帳票データをキャンセルした後、停止動作

ISTOPI 
を行う。

図 1-3 キー機能表
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キ 機 叱月ヒ

頁修正で、このキーを押すと、頁修正中に ISK Ip Iキーが押さ

昌 れていない限り再チェックを行い、エラーがなければ頁修正を終了

する。エラーがあれば頁修正を再度実行する。

I実行／送信Iキーが押される以前に ISKIp Iキーが押されてい

れば、再チェックでエラーがあっても頁修正を終了する。

データ確認ではその帳票以降の確認を終了する。

m カーソルがセットされているフィールド内のデータを全てイニシャルフィラーでクリアする。

キーの説明、操作法についてヘルプ画面を表示する。ヘルプ画面か
IHELPI 

ら元の修正画面に戻る場合は、 足〗キーを押す。

匡瓦gJ+ [llJJ 行修正でラインマークのイメージを表示する。

匡鯛+IPF 2 I 行修正でスキューマークのイメージを表示する。

行修正で現在表示されている文字イメージのスライスレベルを 1段
IFNCI +匡瓦回

階変更する。

I FNC I+ I PF 141 行修正で変更表示された文字イメージのスライスレベルを元に戻す。

行修正で現在表示されている文字イメージのスライスレベルを 2段
匡 +I PF 151 

階変更する。

圧
文字削除キー。

現在カーソルがセットされている文字を削除する。

文字の挿入キー。

F戸 現在カーソルがセットされている文字とその前の文字との間に文字

を挿入する場合に押す。

ホームポジションキー。

I PF 201 行修正ではその行の先頭のフィールドにカーソルをセットする。

頁修正ではその帳票の先頭のフィールドにカーソルをセットする

（但し、 IDフィールドは除く）。

なお、ホームポジションキー押下時点でそれ以前に押下していた

ISKIPIキーは無効となる。

図 1-3 キー機能表
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キ 機 能

スクロールアップキー。

圧
現在表示されている帳票データを 1行スクロールアップする。

スクロールダウンキー。

匡
現在表示されている帳票データを 1行スクロールダウンする。

0-9, A-Z 
データー入カキー。

ア～ン， *~96

図 1-3 キー機能表

1 -2-2. 光学文字読取装置 (OCR)

OCRは、コーディングシートに記入された文字を読み取り、認識する認識制御部(OCR)等

から講成される。

下図にOCR読取部の各名称を示します。

図 1-4 OCR読取部構成図

大阪大学大型叶肛機センクーニュース -140- Vol.17 No. 2 1987-8 



読取部構成 ①ホッパ部

② フィーダ部

③光学系

オプジョン機構

⑫ポールペン読取切換機構

④ トランスボート部—L ⑬ナンバリング機構

⑤ リジェクトスタッカ部 ⑭ ソーク機構へ

⑥アクセプトスクッカ部

⑦帳票ストッパ

⑧ DC電源部

⑨認識制御部

⑩リバース調整機構

⑪ォペレージョンパネル

(1) オペレーションパネル

＂ロ
表示ランプ{

ホッパ高三口 I切換スイッチ
三

オペレーションパネルの「ホッパ高」スイッチを押すたびにランプの点灯位置が切り替わり表示

される。読み取り処理中の、次に読み取りすべき帳票の厚みに応じて下から約 60 mm間隔でセット

可能で、上、中、下の 3段階にセットすることができる（下図参照）。

図 1-5 
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オペレーションパネルの「運転」スイッチは、 OCR帳票を読み取り開始させる時に押下する。

2. 周辺装置の取り扱い方法

2 -1. フロッピィディスク CFDD)の取り扱い

(1) 媒体

フロッヒ゜ィディスクの外観を下記に示す。

この部分を持つ。

~ 

保護カバー

保護封筒

(2) 取扱い上の注意

a. 磁性面には手を触れないで下さい。

ラベル

回転ホール

ヘッドアクセスロット

固定ミゾ

b. 使用しない時は、保護封筒に入れてゴミの付着を防いで下さい。

c. 磁性体に近付けないようにして下さい。

d. 直射日光を直接当てないようにして下さい。

e。高温の所には置かないようにして下さい。

(3) 装填（そうてん）及び、取り外し

0フロッヒ° ィの装填は、以下のように行います。

大阪大学大型；汁3叫幾センクーニュース -142- Vol.17 No. 2 1987-8 



大阪大

ィスク部
（ュニ

a. フロッ
ヒ°イデ

b、フロ、
ンビイデ ィスクの

一

ット#1
)のド

c. フロ、
ンピイデ

フベル部
を持

アを開き
ます （指で

この時、

ィスクを
フロい

って保護
封筒から

抜きます
。つ攻む

）。

抑し入れ

ノヒ°イデ

方向はヘ
ィスク部
へ押し

Rシステ
ム

入れます
（下

ではヽ制御部
のュ

ッドアクセ
スロ、、
ノトを奥
iこし

図参照）

゜

入れ、フ
ロッヒ°
ィデ

ニット(
#1) 1-

、い押
し込み
ます

°取りタト
し

ィスク装
置のドア
を指で'
-, フロ
，ンピイテ
‘ィスクの
表....

0 (手書
Be

汀む）

を左側に し

d. 

0 

ドアを指
で

て抑し

つまみ、 フロッヒ°
イデ
ィスクを
引き出し ます。
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2-2. コーディングシートのセット方法

(1) コーディングシートを下記のようにホッパープレートにセットする。

帳票先端

帳票右辺

ホッパーアライナプレート

~ 

ホッパープレート 帳票後端

(2) この時、帳票読み取り面（文字記入面）を上に向け、帳票の先端がアライナプレート側にく

るようにホッパープレート上にセットする。

(3) ホッパーに多絨に帳票を積む場合、帳票上面と、プッシャーローラの間に少なくとも約 5mm 

程度の隙間をあけるようにする。

帳票を梢みすぎると、 ミスフィード（ホッパーから帳票が送り出されない現象）の原因や正

しい送りに支障をきたす（下図参照）。

(4) ホッパープレートは、帳票の読み取りが終って下降する時、その停止位骰を上、中、下の 3

段階にセットすることができる (1-2-2の(1)参照）。
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3. 手書き文字の き方

手書きOCRシステムは、 どのような文字でも読み取る事が可能ではなく、文字の種類や書き方

に多少の制限があり、例えば、非常に似た字、 0と0.1とI・5とS等は人間が見る時、 コーデ

ィングシートの文字全体からその癖を見つけたり前後の文字・文章や意味を考えたりして判断する。

ところが、 OCRにはそのような判断をする能力はなく与えられた文字 (1字）だけを見て判読す

るため、読み取り不能や誤読が起こる場合があり、標準字体を参考にして文字を丁寧に書いてくだ

さい。

下記に、代表的な悪い例と良い例・手書文字標準字体を示します。

（悪い例）

S

木

勺

ンv
o
 2工
/
0
q
,
 

ユ

C
3
 

3 -1. 

。

ヨ

D
 
シ I(;;

丈1

fACし）
A
 

q花 A

j『f

ム J
 

Fし

2
 n
 

]
2
7
/
 

ャ

42う斗シ i汐

そ7MN7KD
/ZfフCコヤ

),..; p 

I) I{ I, 

口
’
,
；
μ

（良い例）

VサSDム

゜

ユ3-

シホシ KJ" Q-

2エオ

6qAcレ）

牛23キ

モ

FL 

ン I
I
 

7-

q ュヨ A2D キ—

メ―

クMNフKD-

2ナ

gqBAwPH-

8 o A C 6 q 

手書き文字標準字体 (N6 3 7 0 G) 

2]14<>~67;t<5f 

Al3Cl)EFG:'H IJKしM

~oPQR;3TLJV'NXY~ 

_-ー-．
4
9
.. 

II... 
•••• 
決
t

9

9-i●● 
+
]
$
s
 

く
<
”

>
＞
9
 

，
 

¥¥一
．．
 
i
 

)
）

]

i

 

（
し
↓
し
”

〈

Ĝ.

器。°#＿＿

（
忌
＆
？
；

フC

ア

イ

ウ

エ

オ

コャ—

o― 

カ

キ

ク

ケ

コ

サ
ー
シ
ス
セ
ゾ

つきだすところはハッキリと/

離すところは疇し、つづける
ところはつづItlしょう．，

文字に飾りをつけないように．，

文字枠からハミ出さないように.'

文字は小さすぎないように大きめに．，

つづき文字は苦手です.'

太すぎる文字も苦手です．，

文字はあまり傾けてはいけません・'

うすすぎる文字は見えません。

やせた文字は言かないように．，

タ

チ

ヅ

テ

ト

ナ ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ

マ
ミ
ム
メ
モ

ヤ

ユ。

ラ
リ
ル
レ
ロ

ヮ―ゾ

ヌ

ネ

／

¥'¥ 

゜
ヨ

手書き OCR文字の約束
手書さ文字を記入する喝合の的東でT

：：： ...... ..,ill.<'. "'・・・…空11る記分

鉤 コーディングシートには、 N6 3 7 o用としての文字標準字体が記されていますので、左カ

ッコ"-(")右カッコ")-"が、 N6370G用は、"(") ") "になります。

必ず、上記のN6370Gの文字標準字体を使用して下さい。
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3-2. コーディングシートの記入方法

コーディングシートに文字を記入するには、下図のFORTRANコーディングシートを使用し

ます。

蝕 タイミングマーク無しのOCR用紙（コーディングシート）を使用して下さい。

作成渚 作成 年月日

〔標準フォ；；ト〕

1 
英数記号

IAIBICIDIEIFICi-lHIIIJI 2 

IKILIMNlolPIQIRl$1TI s 

lu叩 XIYlicl 4 

101 1 l2l3l4-l5lbl7lglql 5 

I叶ーl*V/1=1<1 湘~I叶 6
+-a/-<>&%'  

l{I叶¥悼1,1...Jドは1可7 
()¥$  •• : ;'.  

図 8
, t 姪

カナ ， 
IオイヴエけIガキレ炉コI10 

Iサに4スIセトJ図チ団テ|卜III 
12 

印刷文字を参照しながら旧!!]

のシャープペンシル(0,5ミリ）

にてハッキリと書いて下さい。

，文字は枠からハミ出さないよ

うに9置くていねいにしかも大

さく書いて下さい＂

全Z359

3-2-1. 制御欄の機能

作成
年 月 日

ペスT
 
゜
x
る

・

れ
s
さ

•
御
E
制

（

が

字

行
文

の
る

そ
れ

り

か

よ

帯

に

こ
｀
~

―-
9
 
こ

ス
こ

一

団
L
D
 
D
 
D
 
D
 

匝：次の行を連続行とする。 (80字のデータをつくる）

なtヽ。

連続して 2回以上、指定でき

図：

固：

以降の行をスキップする。

以降の行を全てプランクとして扱う。
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区l: 本行を無視する。

ブランクは、本行で 1~4 0カラムとする。

S・T・E・X以外の文字が記入されると、ブランクとして扱われます。

下記に、制御記入と最後フォーマットを示します。

｛和 1
銭雷 l :IQ :ll 80 

10 IA Bl IA B C DI 

11 le DI 

｛ 
， IA Bl IA Bl 

10 le 叫因 IE Fl 

11 IE Fl 

8 IA sl IA Bi 

9 le 叫匡lle DI 

プランク I n行
18 
L 

＼ 

5 IA 叫田 IA 1B E Fj 

6 le 叫因

7 IE Fj□ 

［ 17 IA 叫団 IA B I 
最終行 I 
18 C ol因 IG HI 

次シート1 IE 叶因

2 le HI□ 

［ 
3 I I LI回 II LI 

4 IM zi 

5 

大阪大学大型計紅機センクーニュース -147- Vol.17 No. 2 1987-8 



3-2-2. カナ文字の記入方法

(1) カナ文字は、他の文字と同時に扱うことができる。

(2) N 6 3 7 oではカナ文字の前に＂王”（ファイ）でコントロールしていたが、今回からは

直接カナ文字を記入すればよい。

但し、カナ小文字の前には必ず"$"を書いてその後に、カナ小文字となるカナ文字を記入

する。

（例） MOVE フ＄アイル TO FILE. 

カナ文字を扱う文字種は、図 4-2の画面が表示された時に、 圧〗~ キーか且~ キ

ーかを押すことによってカナ文字入力が可能となる。

大阪大学大型計1,1:機センクーニュース -148- Vol. J 7 No. 2 1987-8 



4. 操作法

4 -1. フローチャート

フローチャートの左側カッコ内の数字を、 「4-2」以降の各項目と参照しながら操作を行って

下さい。

開 始 ー

電源の投入

OCR用紙とFDD

を装置にセットする

(4-2) 
OCR用紙を読取る

(4-3) 
読取不能文字の修正 Ic 4-7) 

ホストコンビュータ

と接続

ヽ

FDDのデータ削除 Ic 4-4) 利用者ファイル
I c 4-s) 

に書き込む

FDDの初期化 I c 4-s) 
TSS画面を

LOGOFFする

初期：竺」 (4-6)

口1 
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4-2. 電源の投入

〔＊〕

〔LOO D〕

〔INZ〕

〔LOD D〕゜CRPRGI

I読取部プログラムロード1

I: フォーマットプログラムロート、 1

図 4-1 初期画面

(1) 電源投入前にキーボードの区ぎmキー又は、 且巫互］キーが、ロックされていないこ
とを確認してください。ロック時は、キーを押して解除してください。

(2) ディスプレイの前面左下にある POWERスイッチをONにする。

(3) 図 4-1の様に画面が自動的に移り変り、図 4-2の画面になるまで、 1分程待ちます。

もし、スタートアップ中に表 4-1にあるエラー表示が画面に表われたら、電源を切り 5秒

程待って、電源を再投入します。

LER DO ?x△ BUM 読取部エラー 0 0 1 0 

巳？△ 0 4 3 ◇ ? X O 3 1 読取部エラー 0 1 0 X 

BX△ osx ◇ ? XO 4 1 読取部エラー ozox 

巳x△0 9 5 ◇ ? X O 9 l 読取部エラー 030x 

表 4-1 スタートアップ時のロードエラー
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4-3. OCR用紙とFDDのセット

(1) OCR用紙をホッパ一部にセットする。

(2) OCR用紙の情報を一時記憶するためのFDDをユニット#1にセットする。

この時、読取時の文字種は、標準が数字モードとなっている。これを変更したい場合は

圧～匡戸□キーを押すことによって変更できる。

禅備完了読取モード一括ビJGO CR FORM 1 O O O I O I 2 3 4 5図

S L3 

l 処理開始

2 処理終了

3 処理選択

,j フォーマットプログラム変更

5 l D一覧

カーソル

〔操作ガイド〕 番号を入力して下さい口

読取開始： l 』またはスタートスイッチ（読取部）

業務I-8:PFI-PFSユーティリティ：CTRL+ PF22詳細説明： HELP 

図4-2 準備完了画面

ファンクションキー 文 字 種 フォーマット番号

PFI 数字・記号 1 0 0 

PF2 英字・記号 1 0 2 

PF3 カタカナ 1 0 3 

PF4 英数字・記号 1 0 4 

PF5 英数字・カタカナ・記号 1 0 5 

PF6 PPC用紙 1 0 1 

表4-2 文字種変更キー
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4-4. F'DDのディアロケーション CFDDに情報が残っている場合、消去を行う）

(1) ICTRLIキーと IPF 2 2 Iキーを同時に押し、図 4-3のユーティリティー画面を呼び

出す。

基本ユーティリティメニュー

1. ボリュームイニツャライザ

2. ボリュームコピー

3. ファイルハンドラ

4. コピー

5. テキストエディタ

6. フォーマットジェネレータ

7 .. 通信ューティリティ

8. ューティリティ終了 カーソル

番号を入力して下さい口
／ 

図4-3 ユーティリティ画面

(2) [TI函を入力し、図 4-4のファイルハンドラ画面を呼び出す。

〔RDY〕 FHAND 

*** FILE HANDLER咽3.00)*** 

ノ

[ FUNCTION 
二

: ALLOCATION口

1: ALLOCATION 

3:DEALLOCATION 

5: INDEX MAPZ 

7:VOL-ID SET 

9:END 

2:CHANGE 

4: INDEX MAPl 

6:UNUSED AREA 

8:FREE HANDLING 

図4-4 ファイルハンドラ画面
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(3) m國を入力し、図 4-5のディアロケーション画面を呼び出す。

(RDYJ FHAND 

* * * FILE HANDLER (R 3.0 0) * * * DEALLOCATION 

FUNCTION DEALLOCATION 
LOGICAL UNIT NO. : FDDI 
DATASET NAME 

カーソル

FO: F O : FDD O FI : FDD I F 2 : FDD 2 F 3 : FDD 3 

図 4-5 ディアロケーション画面

(4) I SK IP Iキーを2回押し、図 4-6のディアロケーションラベル情報画面を呼び出す。
, 

ヽ

〔RDY〕 FHAND 

***FILE HANDLER (R 3.0 0) ***DEALLOCATION 

FDD 1 LABEL NUMBER : ・ ・ 

DATASET NAME 

ORGANIZATION 

RECORD SIZE 

BLOCKING FACTOR 

ALLOCATE RECORD COUNT 

MULTI VOLUME ID 

VOLUME SEQUENCE NUMBER 

(KEY IN WRITE) 

図4-6 ディアロケーションラベル情報

(5) I実行／送信 lキーを押し、（画面下の (KEY IN WRITE)の表示が消える）デ
ィアロケーションを行います。（再度 (KEY IN WR I TE)の表示が出れば、ディア

ロケーション終了です。）

(6) FDDのアロケーションを行う為、 ICTRLIキーと ISTOPIキーを同時に押し、図4

-4のユーティリティ画面を呼び出す。
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4-5. F DDのアロケーション（新品のFDDやディアロケーションしたFDDの初期化を行う）

(1) 図 4-4の(1)、(2)の操作を行い、ファイルハンドラ画面を呼び出す。

(2) 図4-4の画面で ¥SKIp Iを2回押し、図 4-7の画面を呼び出す。

(R国 FHAND

*** FILE HANDLER (R 3.00) *** ALLOCATION 

FDD 1 LABEL NUMBER: O 8 /カーソル

jDATASET NAME : OCRDATA I 
ORGANIZATION : S 

RECORD SIZE : 8 o 

BLOCKING FACTOR :2 

ALLOCATE RECORD COUNT : 11544 

RECOVERY ID 

VOLUME SEQUENCE NUMBER: 

(KEY IN WRITE) 

図4-7 ラベル情報

(3) DATASET NAMEに、 OCRDATA翌を入力する。

(4) ORGANIZATIONに、 IT]翌を入力する (1はSです）。

(5) RE C O RD S I Z Eに、匡］匝］國を入力する。

(6) BLOCKING FACTORに、区］國を入力する。

(7) ALLOCATE RECORD COUNTに、データの件数(MAX. 11543)を

入力します。

(8) / SK IP /キーを 2回押し、画面下に出る (KEY IN WRITE)の表示を確認し

て下さい。

(9) I実行／送信 lキーを押し、アロケーションの実行を行います。 (KEY IN WRITE) 

が消えて再度表示が出たら実行終了です。画面の表示が(3)~(7)まで入力した値と違う場合は、

/CTRLIキーと lsToPIキーを同時に押し、図 4-4の(2)からやり直して下さい。

UO) I CTRL Iキーと /STOPIキーを同時に押し、図 4-3のユーティリティ画面に戻り

ます。
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4-6. FD Dのファイル情報の表示（初期化の確認）

(1) ユーティリティ画面（図 4-3)よりm國を入力し、ファイルハンドラ画面（図 4-4)
を呼び出す。

(2) 区］語を入力し、図 4-8の準備パラメータ入力画面を呼び出す。

FHAND 

*** FILE HANDLER(R 3.00) *** INDEX MAP2 
FDDI 

FUNCTION 

!DEVICE NAME 

LIST OUT 

LABEL NO/NAME 

〔RDY〕

: INDEX MAP2 

: FDDl 

: NO 

／ 
カーソル

I 
:08 

図4-8 準備パラメータ入力画面

(3) I SK IP Iキーを 3回押し、ファイル情報を図 4-9の点線内と同様か確認する (ALL
OCATE RECORD COUNTは、図 4-5(7)で入力した値です）。もし、値が違う

場合は、 ISKIPIキーを押し、図 4-4(2)からやり直して下さい。

直 U幻 FHAND

*** FILE HANDLER (R 3.00) *** INDEX lv1AP2 
FDDO LABEL NUMBER:26 

DATASET N虚 E
O囮 ANIZATION
RECORD SIZE 
13LOCK I NG P ACTOR 
ALLOCATE RECORD COUNT 

一MULTI VOLUME!D 
VOLUME SEQUENCE NUMBER 

,-------I 
,:ocRDATA, WRfTE PROTECT 
l:s I BOE 
I I 
I 
: 0 0 8 0 

I 
EOD 

i: o 2 ! EOD 2 
I. 
I 
.JJ5H I EOE 
1: 1 CREATE DATE ._ ____  _J  

NEXT TO READ ., : NO 

VERIFY MARK 
BYPASS 

]カーソJレ

l

l

 

o

l

 

o

l

 

l

l

 

0

0

 

．．．． 

: 7 ,1 0 I 9 

1: YES 2: NO 

図4-9 ファイル情報画面

(4) 点線内が同じであれば ISKIPIキーを押し、図 4-4ファイルハンドラの画面に戻る。

(5) 区］函を押し、図 4-3ユーティリティ画両に戻る。

(6) 区］國を押し、図 4-1初期画面のフォーマットプログラムロードに戻り、図 4-2の準

備完了画面表示になる。
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4-7. OCR帳票の読取開始

(1) 工翌又は読取部の運転スイッチを押す。

(2) OCR用紙が読取られ、しばらくしてから読取ったデータが図4-10修正画面に表示されます。

（読取り不能文字の位置は？で示されます。）

読取終了 読取モード

読取不能

FORTRAN コーディング

・・・・＊・・・・ I・ • ・ ・*・ ・ • ·2• ・ ・・＊・・・.3・・・・＊・・・.4 

2

3

 

゜ー56789 

RE図D(5.IO)A.?

カーソル

E囚D

〔操作ガイド〕

読取停止： STOP データキャンセル： FNC+I 

修正：データ沙 詳細説明： HELP 

図4-10 修正画面

(3) 読取り不能文字と前後の文字のイメージが、画面中央に表示されているので、文字を確認し

キーボードより読取り不能文字と呈〗を入力し次々と修正して行きます。

(4) 誤読文字がある場合、 IBSKIPIキー. I SK Ip Iキーでカーソルを上下に移動させ、

□ キー、 口□キー（矢印キーは、読取り不能文字上にカーソルがある場合使用できない）

で、誤読文字にカーソルを移動させ(3)同様の修正を行います。

(5) 1画面を修正すると自動的に次の画面に移ります。

(6) ホッパー上にセットされたOCR用紙の読取りが終了すると図 4-11読取り終了の修正継続

指定画面が表示され、もし未処理のOCR用紙がある場合はホッパー上に用紙をセットし、

工國又は I運転スイッチ Iを押し修正処理を再開してください。又OCR用紙の読取りが
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総て終了している場合は区］呈を入力し、修正処理を再開してください。

読取モード 並行 GOCRFORM 100001 012360回

SL3 

!＿

2
-
3
 

読取再開

読取終了
, .... —.,' 
キー入力

＊＊＊最終処理データ IERRデータ I***

FORTRAN コーディングシート

・・・＊・...I・・・・＊・・・・ 2・ • ・ ・*・ ・ ・ ・3・ • ・ ・*・ ・ ・ ・4 

カーソル

〔操作ガイド〕番号を入力して下さい口

読取＋修正： l』 またはスタートスイッチ（読取部）

修正のみ再閉： 2』作正キャンセル： FNC+PF 11 

スクロールアップ： PF21 

スクロールダウン： PF22 

図4-11 読取終了画面

(7) 文字の修正が総て終了すると、図 4-12の修正終了の画面になるので、 工固を押し、読

取り修正の処理を終了し、図 4-2の画面に戻ります。

三 読取モード即時 GOCRFORM 012360回

SL3 

l

：こ
3

＿4
-
5

処理再開

処理終了
''"  

処理選択

フォーマットプログラム変更

ID一覧

I O O O O I 

***最終処理デーク jOKデータI*** 
FORTRAN コーディングシート

．．．．＊・・・・ 1・・・・ *""2"・・＊・・・ 'J""*"・・<

カーソル

（操作ガイド〕番号を入力して下さい

読取開始： l』またはスクートスイノチ（読取部）

業務1-8:PF! -PF8 

スクロールアップ： PF21 

スクロールダウン： PF22 

詳細説明： HELP 

図4-12 
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4-8. 利用者ファイルヘの書き込み

(1) 図4-2の画面より lcTRLIキーと IPF22Iキーを同時に押し、図 4-3のユーテ

ィリティ画面を呼び出す。

(2) [TI國を入力し、通信ユーティリティを選択する。

(3) 次画面の①が表示されますので、下記の項目同様に入力を行います。

R IDLE KB□ ① 

HANDAI TSS(R2.0) ON 05/06/87 AT 14:08:08 

USER IDー 利用者番号；支払コード R 

PASSWORD一ーパスワード ③ 

SYSTEM ?CARD N ④ 

*READ FDD/5/0CRDATA, 利用者ファイル ｀ ⑤ 

READY ⑥ 

*BYE ⑦ 
"' 

*USED RESOURCE ... CPU=l SEC CON=2. 6MIN……… 

**COST:¥8 

図4-13 TS S画面

① この表示を確認し、 □豆三□ キーを押す。

② TSSのログオンメッセージが表示された後、 USER-IDの問合せがあり、利用者番

号；支払コードを入力し、 i実行／送信 Iキーを押す。（以降のコマンド入力の後は、必ず

i実行／送信 iキーを押し、もし途中でKBがロックした場合には、 ICTRLIキーと

jSTOPiキーを同時に押し、図 4-3のユーティリティ画面に戻し、 (2)からやり直して

下さい。）

③ 利用者番号；支払コードが正しく受け付けられると、 PASSWORDの問合せがあるの

で、利用者番号のパスワードを入力します。

④ SYSTEM? の問合せがあり、 CARD Nを入力します。

⑤ *(ビルドモード）になった状態で、 READ FDD/5/0CRDATA、利用者フ

ァイル名を入力します(FDD上のOCRDATAを一括入出力機能を使って、利用者ファ
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⑥

⑦

 

イルにファイル転送を行う）。

実行中の表示 (READY)です。

実行が終了すると、 ＊（ビルドモード）に戻る。 BYEを入力しTSSとのセッションを

(4) 

(5) 

終了します。

ICTRLIキーと ISTOPIキーを同時に押し、図 4-3のユーティリティ画面を出し、

区］翌を押し、ユーティリティを終了します。

FDDを外し、終了します。

4-9. コーディングシートの読み取り例

下記に、 OCR用紙記入例と、その読取り結果及び編集結果を示します。

(1) OCR用紙記入例

FORTRANコーデイングシート クイトル

三
作成名

（標準フォント〕 上

英数記号
1に

IAIBiCIDIEIFIC,.IHIIIJI 2 

IKIL1バNlolPIQIRl:SITI3 

tu:V凶xlYl~I 4 

1011 l2l3l4-l5l6l71&1'll 5 

1+1-l*Wl=I 叶 >1~1%1~1 6 
十一 S/•()&'6~

1,lrl¥1$1.U:l.;r-『I7 
()¥.  ・・：：'.

回 8
'.  和

カナ ， 

~I:~ 

仝2359 NEC ページ ／ 
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(2) OCRの読み取り結果

*・... 1 .... *・... 2 .... *・... 2 .... *・... 4 

C OCR TEST 
READ (5, 55) A, B, C 
IF (A. EQ. O. 0) GO TO 99 

SKM=TQ IX 
55 FORMAT (3F5. 3) 

S=A*B*C 
WR I TE (6, 6 6) A, B, C, S 

66 FORMAT ClHO, 3HA= , F5. 3, 3HB= , F5. 3, 31 T 

HC=, F5. 3, 3HS=, FlO. 5) 

GO TO 11 IX 
99 STOP 
END 

s
 

(3) 福集後の利用者ファイルの内容(TSSによるLISTコマンド）

1カラム 7カラム

C OCR TEST 
READ〈5,55〉A,B,C
IF(A.EQ.0.0〉GOTO 99 

55 FORMAT〈3F5.3〉
S=A:+:B:+:C 
WRITE〈8,88)A,B,C,S

68 FORMAT(1H0,3HA= 

99 STOP 
END 

削除指定 (X)の行は削除される。

41カラム

↓ 
, F5.3,3胆=,F5.3,3HS= ,Fl0.5〉

継続行指定CT)により、カード 1枚の

イメージに編集される。

4 -10. 注意事項

(1) 電源を切る時はFDDを必ず抜いてください。

(2) 途中でキーボードがロックした場合や、使用しない画面が表示された場合は ¥CTRL¥キ

ーと ¥STOP¥キーを同時に押して下さい。この操作で戻らない場合や図4-14ローカル画

面が表示された場合は電源を入れ直して下さい。
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--, 

1 (RUN) (#NO:) PG/NAME 

3 MN 

5 TOD 

(#NO :) MN/NAME 

(YY /l¥1M/DD/W) (HH : JvIM: S S) 

2 JS (#NO:) 

4 DIR (#NO:) 

DO>ロ-カーソル

ヽ~ ノ

図4-14 ローカル画面

(3) 画面右下に、詳細説明： HELPと表示のある画面は IHELPIキーを押すと、キーや用

語の説明が表示されます。 j PF 1 6 Iキー、 I PF 1 7 Iキーで次の説明が表示され、

I STOP Iキーで元の画面に戻ります。

(4) OCR用紙の紙詰りが生じた場合、図 4-15障害発生画面が表示されるので、 jRESETI 

キーを押しアラームを解除し、業務掛まで連絡して下さい。

゜ ゜
『 PH~

〇゚ ゜PH4 
ビ］

PH5 o 
PH6 

図 4-15 障害発生画面

(5) OCR用紙読取り中に詳細説明 (HELP)画面以外で、 jSTOPIキーを押さないで下

さい。電源の再投入から操作のやり直しになります。
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